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治水に関する目標と具体的内容
（直轄管理区間）

資料－５

平成18年8月1日
国土交通省　東北地方整備局

Ⅰ．治水上の課題
Ⅱ．整備目標の基本的考え方
Ⅲ．治水対策の具体的内容

河川法第16条の二により、河川整備基本方針に沿って計画的に河川の
整備を実施すべき区間について、河川に関する学識経験を有する者、
関係住民、県知事等の意見を聴き、河川管理者が河川整備計画を定める
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警戒水位以上
指定水位以上

水位観測所における基準水位の超過頻度[最近20年間]

狭窄部

狭窄部

狭窄部

計画高水流量に対する流下能力達成度

１.下流部に対し相対的に低い上流部の安全度　

指定・警戒水位を超える頻度は
統計的に見て上流部ほど高い
指定・警戒水位を超える頻度は
統計的に見て上流部ほど高い

HWL超過HWL超過

Ⅰ.治水上の課題
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　・有堤部：堤防高-余裕高
　・無堤部：宅盤高もしくは道路高・地盤高

下流部に対し上流部は
相対的に安全度が低い
下流部に対し上流部は
相対的に安全度が低い

上流

下流

狭窄部により流下能力の
達成度が低い区間
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２.狭窄部における浸水被害

これまでの治水対策は、盆地部・
平野部での連続堤防を先行

連続堤防の整備が困難な狭窄部で
は、なお浸水被害が発生している

氾濫及び地形特性に応じた治水
安全度の効率的向上が急務
氾濫及び地形特性に応じた治水
安全度の効率的向上が急務

昭和61年洪水昭和61年洪水

平成10年洪水平成10年洪水

平成14年洪水平成14年洪水

＜丸森地区＞
宮城県区間48k付近被害状況

5戸 4戸 2戸

32戸

6戸

20戸

S61.8洪水 H10.8洪水 H14.7洪水

床下浸水 床上浸水

水防災対策事業実施中箇所の他
にも洪水時に浸水、孤立する家
屋等が沿川になお点在

水防災対策事業実施中箇所の他
にも洪水時に浸水、孤立する家
屋等が沿川になお点在

二本松・安達地区

丸森・梁川地区

水防災事業実施中

狭窄部等で家屋が
浸水・孤立する恐
れのある箇所

狭窄部
凡　例

Ⅰ.治水上の課題

[丸森地区の浸水被害]
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３.内水被害の顕在化①

平成10年8月洪水

釈迦堂川

阿武隈川

須賀川市街地

平成14年7月洪水

釈迦堂川

阿武隈川

須賀川市街地

浜尾遊水地

平成の大改修により大幅な外水氾濫被害が
解消された一方で、内水湛水被害が顕在化

平成の大改修により大幅な外水氾濫被害が
解消された一方で、内水湛水被害が顕在化
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ピーク流量 3,993m3/s

<平成10年8月洪水 福島基準点>
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上流域平均2日雨量 221mm
ピーク流量 4,118m3/s

<平成14年7月洪水 福島基準点>
　　 平成の大改修による築堤

　：外水氾濫による浸水域
　：内水氾濫による浸水域

　：外水氾濫による浸水域
　：内水氾濫による浸水域

平成の大改修後

平成10年8月洪水の４年後の平成14
年7月に再び同規模の洪水が発生
平成10年8月洪水の４年後の平成14
年7月に再び同規模の洪水が発生

Ⅰ.治水上の課題
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３.内水被害の顕在化②

平成の大改修による堤防整備
後に大型ショッピングセンタ
ーの進出や宅地が増加

平成の大改修による堤防整備
後に大型ショッピングセンタ
ーの進出や宅地が増加

外水に加え内水被害に
対するダメージポテン
シャルも年々拡大

外水に加え内水被害に
対するダメージポテン
シャルも年々拡大

土地利用の高度化に伴
う内水対策への関心の
高まり・ニーズの増大

土地利用の高度化に伴
う内水対策への関心の
高まり・ニーズの増大

【須賀川市釈迦堂川合流点】

H10.8洪水

H14.7洪水

【本宮町】整
備
前

現
　
在

大型SC

大型SC

H10.8浸水範囲

H14.7浸水範囲

阿武隈川

阿武隈川

【本宮町】

【須賀川市釈迦堂川合流点】

Ⅰ.治水上の課題
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１.阿武隈川水系河川整備基本方針（河川法第１６条）の概要

Ⅱ.整備目標の基本的考え方

整備済み堤防の撤去と再整備、
堤内側の土地買収に多額の費用
を要し、現在の土地利用に与え
る影響が大きい。

ダムや遊水地により水位低下を
図る。ただし、ダム・遊水地の
適地に限界がある。

掘削により水位低下を図る。た
だし、橋梁等の改築、動植物に
関する影響等の問題から掘削に
は限界がある。

破堤時の被害が拡大する。
また、橋梁等の改築が必要なだ
けでなく、堤内側の土地買収に
多額の費用を要する。

「河道掘削」による水位の低下

「引堤」による水位の低下

「ダム・遊水地の洪水調節効果」による水位の低下

「堤防嵩上げ」による対応

現
計
画
の
改
修
内
容

こ
れ
ま
で
の
整
備
状
況
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
複

数
の
対
策
に
つ
い
て
、
社
会
・
環
境
・
経
済
面

か
ら
総
合
的
に
評
価
し
、
河
川
整
備
基
本
方
針

に
お
け
る
治
水
対
策
の
基
本
的
内
容
を
決
定

◆河川整備基本方針における治水対策の基本的内容

複数の対策について社会・環境・経済面から総合的に評価し、「基準地点福島の基本高水
流量7,000m3/sのうち流域内の洪水調節施設により1,200m3/sを調節して河道への配分流
量を5,800m3/sとする。基準地点岩沼の基本高水流量10,700m3/sのうち流域内の洪水調節
施設により1,500m3/sを調節して河道への配分流量を9,200m3/sとする。」ことを、河川整備
基本方針における治水対策の基本的内容とした。（平成１６年１月国土交通大臣決定）

複数の対策について社会・環境・経済面から総合的に評価し、「基準地点福島の基本高水
流量7,000m3/sのうち流域内の洪水調節施設により1,200m3/sを調節して河道への配分流
量を5,800m3/sとする。基準地点岩沼の基本高水流量10,700m3/sのうち流域内の洪水調節
施設により1,500m3/sを調節して河道への配分流量を9,200m3/sとする。」ことを、河川整備
基本方針における治水対策の基本的内容とした。（平成１６年１月国土交通大臣決定）
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１.阿武隈川水系河川整備基本方針（河川法第１６条）の概要

＜阿武隈川河道配分流量（計画高水流量）配分図＞

↓ ↓ ↓ 福
島
■

↓ ↓ 岩
沼
■

↑

●
須
賀
川

↑ ↑ ↑

●
丸
森

太
平
洋

2,400→  5,800→
(7,000)

7,100→   9,200→
(10,700)

1,300
社　川

700
大滝根川

700
移　川

1,200
広瀬川

釈迦堂川
1,800

五百川
1,200

荒　川
1,700

摺上川
800

白石川
2,100

上流の洪水調節施設に
より1,200m3/sを調節

＜凡例＞
単位：m3/s　　　　　■：基準地点
（）：基本高水流量　●：主要地点

上流の洪水調節施設に
より1,500m3/sを調節

Ⅱ.整備目標の基本的考え方



8福島観測所 年最大流量

２.阿武隈川水系河川整備計画（河川法第１６条の二）における治水の目標【福島】

Ⅱ.整備目標の基本的考え方

◆今回定める河川整備計画の対象期間は今後概ね３０年間

◆河川整備計画における治水の目標（福島基準点）

戦後最大洪水であるS61.8洪水と同規模の洪
水が発生しても床上浸水等の家屋の重大な浸
水被害を防止するとともに、水田等農地につい
ても浸水被害の軽減に努める

戦後最大洪水であるS61.8洪水と同規模の洪
水が発生しても床上浸水等の家屋の重大な浸
水被害を防止するとともに、水田等農地につい
ても浸水被害の軽減に努める

福島基準点の
治水対策目標流量

4,900m3/s

福島福島基準点の基準点の
治水対策治水対策目標流量目標流量
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戦後最大の昭和61年8月洪水(実績) 約4,140m3/s

現在の流下能力 約4,100m3/s

戦後最大の昭和61年8月洪水 約4,900m3/s

現在まで
の整備

整備計画期間
における整備

　　　年最大流量　　　　　
　　　洪水調節や氾濫等による流量
　　　低減が無い場合を想定した流量

4,100m3/s

4,900m3/s

＊現在の流下能力：福島観測所を含む「松川
合流点～荒川合流点」における区間最小値
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２.阿武隈川水系河川整備計画（河川法第１６条の二）における治水の目標【岩沼】

Ⅱ.整備目標の基本的考え方

◆今回定める河川整備計画の対象期間は今後概ね３０年間

◆河川整備計画における治水の目標（岩沼基準点）

岩沼観測所 年最大流量

戦後最大洪水であるS61.8洪水と同規模の洪
水が発生しても床上浸水等の家屋の重大な
浸水被害を防止するとともに、水田等農地に
ついても浸水被害の軽減に努める

戦後最大洪水であるS61.8洪水と同規模の洪
水が発生しても床上浸水等の家屋の重大な
浸水被害を防止するとともに、水田等農地に
ついても浸水被害の軽減に努める

治水対策目標流量
岩沼基準点

9,100m3/s

治水対策治水対策目標流量目標流量
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　　　年最大流量　　　　　
　　　洪水調節や氾濫等による流量
　　　低減が無い場合を想定した流量

戦後最大の昭和61年8月洪水(実績) 約7,590m3/s

現在の流下能力 約8,100m3/s

戦後最大の昭和61年8月洪水 約9,100m3/s

現在まで
の整備

整備計画期間
における整備

9,100m3/s

8,100m3/s
現在の流下能力：岩沼観測所を含む「河口
～白石川合流点」における区間最小値
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◆現況河道及び現況施設でS61.8洪水と同規模の洪水が発生した場合の被害状況

【目　標】
・床上浸水等の重大な家屋浸水被害を防止するとともに、水田等農地についても浸水被害の軽減に努める

滑川合流点
狭窄部

郡山・本宮
狭窄部

本宮・二本松
狭窄部

二本松・福島狭窄部
[阿武隈峡]

宮城・福島県境狭窄部
[阿武隈渓谷]

～想定される被害の内容～

須賀川市 郡山市
本宮町

二本松市

福島市

伊達市

丸森町
角田市

岩沼市

福島地点

岩沼地点

昭和61年8月洪水における

甚大な被災状況を紹介した記事

福島民友(夕刊) S61.8.5

福島市南町の浸水状況
(S61.8洪水)

8,100m3/s　 (8,100m3/s)岩沼地点

２４８ｍｍ岩沼地点上流

福島地点

福島地点上流

床上浸水　約13,400世帯
床下浸水　 約5,400世帯
浸水面積 約6,200ha

現況河道及び現況施設で
想定される被害の状況

4,700m3/s 　(4,100m3/s)S61.8洪水規模流量
()は現在の流下能力

２２４ｍｍ流域平均
二日雨量(実績)

昭和６１年８月洪水
（戦後最大洪水）

対象洪水

※1

※1　既設洪水調節施設考慮、氾濫戻しの流量

※1

※2　S61.8洪水と同規模洪水による浸水の状況を氾濫シミュレーションにより作成。氾濫シミュレーションは水位が危険水位に達
　　した時に堤防が決壊すると仮定し、支派川の氾濫、内水による氾濫は考慮していない。

※2

Ⅱ.整備目標の基本的考え方

３.阿武隈川水系河川整備計画（河川法第１６条の二）における治水対策



11

３.阿武隈川水系河川整備計画（河川法第１６条の二）における治水対策

Ⅱ.整備目標の基本的考え方

ダム・遊水地等の洪水調節施設によ
り水位低下を図る。ただし、ダム・
遊水地の適地に限界がある。

河道掘削により水位低下を図る。　
ただし、橋梁等の改築、動植物に関
する影響等の問題から掘削には限界
がある。

「河道掘削」による水位の低下

「ダム・遊水地の洪水調節効果」による水位の低下河
川
整
備
基
本
方
針
で

決
定
し
た
改
修
の
内
容

①洪水調節施設、②河道掘削、③洪水調節施設＋河道掘削を総合的に比較検
討し、河川整備計画における治水対策の目標流量を計画高水位以下で流下さ
せるための治水対策を決定する

河
川
整
備
計
画
で
考
え

ら
れ
る
改
修
の
内
容 ③洪水調節施設＋河道掘削による対応

②河道掘削による対応

①洪水調節施設による対応

ダム・遊水地等の洪水調節施設（※）に
より目標流量を計画高水位以下で流下さ
せる

河道掘削により目標流量を計画高水位以
下で流下させる

ダム・遊水地等の洪水調節施設と河道掘
削を組み合わせて目標流量を計画高水位
以下で流下させる

※　新規ダムについては、流域内に十分な調査水準に達して
　　いるダムがないので対象としない
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３.阿武隈川水系河川整備計画（河川法第１６条の二）における治水対策

Ⅱ.整備目標の基本的考え方

◆治水対策目標流量(福島4,900m3/s,岩沼9,100m3/s)に対する具体的方策

効果発現時期等を考慮し、「基準地点福島の治水対策目標流量４,９00m3/sのうち、既設ダム・遊水地で
200m3/s、新規遊水地で １00m3/sを調節し、残り４,６00m3/sを河道に配分し河道掘削等により処理す
る。基準地点岩沼の治水対策目標流量９,１00m3/sのうち、既設ダム・遊水地で１，０00m3/sを調節し、
残り８,１00m3/sを河道に配分する」ことを、河川整備計画における治水対策の具体的内容とする

・遊水地と河道掘削の配分割合につい
ては、コストが最も有利な組合せを採
用する
・須賀川地点上流において、福島地点
で100m3/sを調節するのに必要な遊水地
の規模を試算した結果、貯水容量約900
万m3、面積約200ﾍｸﾀｰﾙが必要となる

・本案の河道配分流量は河川整備基本方
　針で示された配分流量の範囲内であり
　対応可能
　(計画高水流量　福島5,800m3/s) 

・福島地点上流は狭窄部が数10kmも連続
し、地形特性上から遊水地の適地なし
・須賀川地点上流には低平地が広がり遊
水地に適した地形がある
・須賀川地点上流において、福島地点で
600m3/sを調節するのに必要な遊水地の
規模を試算した結果、貯水容量約5,400
万m3、面積約1,800ﾍｸﾀｰﾙが必要となる

整備目標上の評価

約510億円(河道掘削)

・河道掘削は上下流の安全度バランスを
取りながら下流側から段階的に施工して
いく必要が有るため、河道掘削を主体と
する本案は、全川にわたる治水効果の発
現に長期間を要する
(概略の施工計画で試算した結果約40年
間必要)

0m3/s(200m3/s)

0m3/s (1,000m3/s)

4,700m3/s

8,100m3/s

河道掘削 (延長約18km,掘削土量260万
m3)

案②　河道掘削による対応

　　　　約2,000億円(遊水地)

・年間の投資額が膨大となり近年の投資
水準から著しくかけ離れ現実的でない
・現実的な投資水準で整備期間を設定し
た場合、治水効果の発現まで長期間を要
する

600m3/s(200m3/s)

0m3/s(1,000m3/s)

4,100m3/s

8,100m3/s

遊水地(須賀川地点上流部)

案①　洪水調節施設による対応

河道掘削(延長約11km,掘削土量150万
m3) ＋遊水地(須賀川地点上流部)

治水対策目標流量に対する
河川整備の具体的方策
（既設洪水調節施設を考慮）

0m3/s(1,000m3/s)岩沼

4,600m3/s福島

福島

岩沼

約510億円（河道掘削＋遊水地）必要事業費（参考）

案③洪水調節施設+河道掘削による対応

・遊水地による効果の発現は、福島上
流域広範囲に及ぶため、河道掘削案よ
りも早い

(概略の施工計画で試算した結果約30年
間で可能)

効果発現時期等

100m3/s(200m3/s)

新規洪水
調節施設
()は既設

8,100m3/s
河道への配分
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4100m3/s現在の流下能力

遊水地

既設ダム・遊水地

河道分担流量

洪水調
節施設

【福島】治水対策目標流量

4600m3/s
100m3/s
200m3/s
4900m3/s

8100m3/s現在の流下能力

遊水地

既設ダム・遊水地

河道分担流量

洪水調
節施設

【岩沼】治水対策目標流量

8100m3/s
0m3/s
1000m3/s
9100m3/s

須賀川市
郡山市

本宮町

二本松市

福島市

伊達市

丸森町 角田市

岩沼市

福島地点

岩沼地点

二本松・福島狭窄部
[阿武隈峡]

宮城・福島県境狭窄部
[阿武隈渓谷]

狭窄部

須賀川地点

上流部の遊水地により流量低減が図られる区間

阿久津地点

◆治水対策目標流量に対する具体的方策(福島4,900m3/s,岩沼9,100m3/s)

上下流全川に渡り「堤防整備」「狭窄部の治水対策」「河道掘削」
「既設洪水調節施設」等により家屋等の浸水被害を防止する

Ⅱ.整備目標の基本的考え方

３.阿武隈川水系河川整備計画（河川法第１６条の二）における治水対策
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＜阿武隈川河道配分流量（河川整備計画流量）配分図＞

既設洪水調節施設(三春ダム)等により200m3/sを上流の新
規遊水地及び浜尾遊水地の機能拡充により100m3/sを調節

＜凡例＞
単位：m3/s　　　　　■：基準地点
（）：目標流量　　　●：主要地点

既設洪水調節施設(摺上川ダム・七ケ宿
ダム)等により1,000m3/sを調節

福
島
■

岩
沼
■

●
須
賀
川

●
丸
森

太
平
洋

1,500→ 4,600→
(4,900)

6,100→ 8,100→
(9,100)

社　川 大滝根川 移　川 広瀬川

釈迦堂川 五百川 荒　川 摺上川 白石川

Ⅱ.整備目標の基本的考え方

３.阿武隈川水系河川整備計画（河川法第１６条の二）における治水対策
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４.整備の概要

【整備の概要】

目標を達成するため、今後概ね30年間で以下の整備を新たに実施する

①堤防整備により洪水氾濫を防止する
　　・家屋の浸水被害を防止するため、無堤部や高さ・断面積が不足する区間で堤防を整備する
　　・浸透に対する安全性を確保するため堤防の質的強化を行う

②狭窄部等の氾濫及び地形特性に応じた治水対策を実施する
　　・狭窄部等において輪中堤、宅地嵩上げなど、氾濫及び地形特性に応じた効果的施策を実施する

③洪水の水位を低下させ安全性の向上を図る
　　・河道掘削により流下断面を拡大し水位低下を図る　　
　　・上流遊水地を整備し洪水調節により水位低下を図る
　　・流下阻害となっている樹木について、周辺環境に配慮しつつ伐採を実施するとともに、樹木群を
　　　適正に維持・管理する
　　　
④内水被害の軽減を図る

⑤水害被害軽減のための危機管理体制の強化を図る

⑥河川情報の提供と自主防災意識の啓発を図る

Ⅱ.整備目標の基本的考え方
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新規遊水地
の整備

築　　堤：無堤部や高さ・断面積が不足
　する区間で堤防を整備

河道掘削：河道掘削により流下断面を拡大
狭窄部の：狭窄部において氾濫及び地形特　
治水対策　性に応じた治水対策を実施する
堤防質的：堤防点検を実施し、必要に応じて
強化　　　堤防の質的強化(浸透対策)を実施

須賀川市

郡山市 本宮町

二本松市

福島市

伊達市

丸森町
角田市

岩沼市

築堤

築堤

堤防質的強化

築堤

堤防質的強化

堤防質的強化

堤防質的強化

掘削

河道掘削

河道掘削

河道掘削

狭窄部の治水対策

狭窄部の治水対策

浜尾遊水地の機能拡充 ◆昭和61年8月洪水による浸水被害(整備計画実施後)
堤防質的強化

狭窄部の治水対策

狭窄部の治水対策

整備計画実施による浸水被害の軽減

　整備計画を実施することにより、昭和61年8月洪水
と同規模の洪水が発生しても、床上浸水等の重大な家
屋浸水被害を防止するとともに、水田等農地について
も浸水被害を軽減することが可能となる。

Ⅱ.整備目標の基本的考え方

浸水
世帯数

約760ha約6,200ha浸水面積

0世帯約5,400世帯床下

0世帯約13,400世帯床上

整備後整備前

５.整備計画実施による浸水被害の軽減

阿武隈川特有の課題を
踏まえた整備を実施

阿武隈川特有の課題を
踏まえた整備を実施

・盆地部の整備による狭窄部の負荷の増大
・狭窄部の掘削による下流盆地部の負荷の増大等

・盆地部の整備による狭窄部の負荷の増大
・狭窄部の掘削による下流盆地部の負荷の増大等

盆地と狭窄部が交互に
連続する流域特性

盆地と狭窄部が交互に
連続する流域特性

◆盆地部と狭窄部が連続する阿武隈川の流域特性を十分に踏まえた整備の実施
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約3,800ha浸水面積

約4,600世帯浸水世帯数(床上)

約700世帯浸水世帯数(床下)

0世帯浸水世帯数(床上)

0世帯浸水世帯数(床下)

約30ha浸水面積

５.整備計画実施による浸水被害の軽減 【阿武隈川下流(宮城県)0.0k～50.0k】

整備前 整備後

Ⅱ.整備目標の基本的考え方

岩沼市岩沼市

角田市角田市

丸森町丸森町

岩沼市岩沼市

角田市角田市

丸森町丸森町

岩沼地点岩沼地点

丸森地点丸森地点

柴田町柴田町

亘理町亘理町

柴田町柴田町

亘理町亘理町

目標流量9100m3/sに対し、既設ダム・遊水地で
1000m3/s調節し、現在の流下能力8,100m3/sで
安全に流下させるとともに、流下能力を適正
に維持するよう河道の管理を行っていきます。

岩沼地点岩沼地点

丸森地点丸森地点
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約2,300世帯浸水世帯数(床上)

約1,100世帯浸水世帯数(床下)

約500ha浸水面積

0世帯浸水世帯数(床上)

0世帯浸水世帯数(床下)

約30ha浸水面積

５.整備計画実施による浸水被害の軽減 【阿武隈川上流(福島県)0.0k～50.0k 】

整備前 整備後

Ⅱ.整備目標の基本的考え方

福島市福島市

伏黒地点伏黒地点

福島地点福島地点

伊達市伊達市

国見町国見町
桑折町桑折町

福島市福島市

伏黒地点伏黒地点

福島地点福島地点

伊達市伊達市

国見町国見町桑折町桑折町

福島地点における目標流量4900m3/sに対し、
　①既設ダム・遊水地で200m3/s
　②新規遊水地の整備で100m3/sを調節し、
残り4600m3/sは河道掘削等により現在の流
下能力4100m3/sを4600m3/sに増やします
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約6,500世帯浸水世帯数(床上)

約3,600世帯浸水世帯数(床下)

約1,900ha浸水面積

0世帯浸水世帯数(床上)

0世帯浸水世帯数(床下)

約700ha浸水面積

＜整備前＞ ＜整備後＞

５.整備計画実施による浸水被害の軽減 【阿武隈川上流(福島県)50.0k～109.0k 】

整備前

Ⅱ.整備目標の基本的考え方

本宮地点本宮地点

二本松市二本松市

阿久津地点阿久津地点
須賀川地点須賀川地点

本宮町本宮町

白沢村白沢村

大玉村大玉村

郡山市郡山市 須賀川市須賀川市

整備後

本宮地点本宮地点

二本松市二本松市

阿久津地点阿久津地点
須賀川地点須賀川地点

本宮町本宮町

白沢村白沢村

大玉村大玉村

郡山市郡山市 須賀川市須賀川市
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雉子尾川

阿
武
隈
川

金山地区(無堤部)
宮城県区間 33.7k～ 34.4k

本宮左岸地区(高さ不足)
福島県区間 67.8k～ 69.8k

本宮右岸地区(高さ不足)
福島県区間 67.2k～ 69.8k

昭代橋

安達橋

上ノ橋

本宮左岸地区

本宮右岸地区

阿久津地区(無堤部)
福島県区間 83.8k～ 84.0k

雲水峰地区(無堤部)
福島県区間101.4k～104.0k

森宿地区(無堤部)
福島県区間 96.5k～ 97.0k

御代田地区(無堤部)
福島県区間90.6k～92.4k

※位置や構造については、今後詳細設計を経て決定するもので最終的なものではありません

１.堤防整備により洪水氾濫を防止する（無堤部の解消）

Ⅲ.治水対策の具体的内容

◆堤防整備が必要な区間

無堤部、高さ・断面積が不足する区間の延長L=10.4km
（無堤部:5.8km　高さ・断面不足4.6km）

無堤部、高さ・断面積が不足する区間の延長L=10.4km
（無堤部:5.8km　高さ・断面不足4.6km）
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▽計画高水位

天端舗装

遮水シート

止水矢板

基礎地盤

堤体

ドレーン工

腹付け盛土 河川からの浸透を防ぐ

パイピングによる土砂流出を防ぐ

降雨の浸透を防ぐ浸透破壊・すべり破壊を防ぐ

◆浸透に対する安全性を向上させるため堤防の質的強化を行う

・阿武隈川の堤防の建設は大正時代より行われており、度重なる洪水の被災により、嵩上げや拡幅が繰
　り返し行われてきたため、築堤履歴や内部構造が良く分かっていない。
　このため、箇所によっては構造物としての信頼性が必ずしも高くない場合がある。
・これらの箇所に対しては、信頼性を高めるため、堤防の質的強化を実施する。

・阿武隈川の堤防の建設は大正時代より行われており、度重なる洪水の被災により、嵩上げや拡幅が繰
　り返し行われてきたため、築堤履歴や内部構造が良く分かっていない。
　このため、箇所によっては構造物としての信頼性が必ずしも高くない場合がある。
・これらの箇所に対しては、信頼性を高めるため、堤防の質的強化を実施する。

宮城県区間右岸
0.0k～13.6k

宮城県区間左岸
0.0k～15.0k

宮城県区間左岸
21.0k～37.2k

福島県区間右岸
7.6k～18.8k

福島県区間支川荒川右岸
0.0k～12.4k

福島県区間左岸
80.8k～89.4k

福島県区間右岸
84.0k～92.8k

特定区間など洪水により甚大な
被害が発生する区間について優
先的に実施

特定区間など洪水により甚大な
被害が発生する区間について優
先的に実施

<昭和61年8月洪水>
堤防法崩れの状況(宮城県岩沼市)

<平成10年8月洪水>
堤防法崩れの状況（福島県梁川町）

■特定区間
　洪水により甚大な被害が発生すると予想さ
れる河川で内閣危機管理監が定める区間
※直轄管理区間の内、破堤氾濫した場合に甚
大な被害(被災人口約1万人)が予想される区間

漏水や浸透に対する安全性を確保するための対策工法
・堤体を対象とした強化工法　⇒遮水シート，裏腹付け，ドレーン
・基礎地盤を対象とした強化工法　⇒遮水矢板

Ⅲ.治水対策の具体的内容

１.堤防整備により洪水氾濫を防止する（堤防の質的強化）

※これらの工法のうち、箇所毎の点検結果を受けて対策工法を選定する
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二本松・安達地区

整備前

整備後

H14.7洪水 H14.7洪水

H14.7洪水

　　狭窄部等で家屋が浸水・孤立する恐れのある箇所

黒岩地区

白沢下流地区

白沢上流地区

２.狭窄部等の氾濫及び地形特性に応じた治水対策を実施する

◆連続堤防の整備が困難な狭窄部等においては輪中堤・宅地嵩上げなど氾濫及び
　地形特性に応じた効果的な治水対策を実施

Ⅲ.治水対策の具体的内容

丸森地区

梁川地区
狭窄部等で浸水被害が頻発している地区におい
ては、地形特性に応じたきめ細かな治水対策を実
施するとともに、市町村による災害危険区域の指
定を促し、適切な土地利用への誘導を図る

狭窄部等で浸水被害が頻発している地区におい
ては、地形特性に応じたきめ細かな治水対策を実
施するとともに、市町村による災害危険区域の指
定を促し、適切な土地利用への誘導を図る

H14.7洪水

前田川地区
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◆河道掘削による流下断面の拡大が必要な箇所　～河道掘削のイメージ～

３.洪水の水位を低下させ安全性の向上を図る（河道掘削）

Ⅲ.治水対策の具体的内容

計画高水位

渇水流況相当水位

渡利水辺の楽校

高水敷利用箇所は保全

福島県区間27.0k

宮城県区間 32.4k

計画高水位

渇水流況相当水位

河道掘削範囲の樹木群は伐採する

現況河道

整備計画河道

※河道掘削箇所は冠水頻度を上げることにより、水生植物帯・湿
生植物帯を創出し、樹林化対策や河岸の自然環境に配慮します。

・５地区合計約150万m3の河道掘削を行う
・必要に応じて樹木伐採も実施する
・水辺利用(高水敷)や低水路環境に十分配慮する

・５地区合計約150万m3の河道掘削を行う
・必要に応じて樹木伐採も実施する
・水辺利用(高水敷)や低水路環境に十分配慮する

福島県区間85.6k
　　　　　67.0k

計画高水位

渇水流況相当水位

福島県区間93.8k

計画高水位

渇水流況相当水位

河道掘削範囲の樹木群は伐採する

掘削後の河床形状は現況を改変しないよう努める

堤防防護に
必要な幅は確保

渇水流況相当水位以下を河床方向に
掘削することで高水敷利用を保全

掘削後の河床形状は現況
を改変しないよう努める

河道掘削範囲の樹木群は伐採する

・渇水流量相当水位以下の河床を保全する
　ことで流水の正常な機能を維持・保全
・産卵床が確認される箇所は保全する

現況河道

整備計画河道

整備計画河道

現況河道

現況河道

整備計画河道
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◆既設浜尾遊水地の機能拡充及び遊水地を新規に整備し洪水調節を行う

３.洪水の水位を低下させ安全性の向上を図る（遊水地による水位低減）

Ⅲ.治水対策の具体的内容

①既設浜尾遊水地の機能拡充　

②遊水地を新規に整備

※1.福島地点で100m3/sの洪水調節をするために必要な容量
※2.新規遊水地の位置・諸元等の詳細については今後検討し
　　決定していきます

越流堤

排水門

浜尾第２樋門

周囲堤

囲繞堤

浜尾遊水地浜尾遊水地

事業面積／約 75ha
容　　量／約180万m3

鏡石町

玉川村

矢吹町

石川町中島村

浜尾遊水地

須賀川市

計画面積※1／約200ha
計画容量※1／約900万m3

・地内掘削約50万m3
※1.浜尾遊水地の機能拡充の諸元については今後
　　検討し決定していきます
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＜洪水時において流下阻害となる樹木群の例＞

・流下阻害にならないよう適正に管理し、樹木群の環境面の
機能を考慮しつつ必要に応じて伐採を実施する

樹木群

◆流下阻害となっている樹木について、周辺環境に配慮しつつ伐採を実施すると
ともに、樹木群を適正に維持・管理する

３.洪水の水位を低下させ安全性の向上を図る（適切な樹木管理）

Ⅲ.治水対策の具体的内容

樹林地の密生化
外来種の侵入

・樹林地は拡大・密生化し、洪水時の水位上昇を引き起こす
・外来種の侵入により在来植物の割合が減少する

適切な管理を実施しなかった場合

幼木の成長
樹林地の拡大

適切な管理を実施

必要に応じて伐採
伐採後に外来種侵入がないよう配慮

樹林地拡大前に伐採

・現地調査及び水理解析により流下阻害と
　なる地区を抽出し、伐採・モニタリング
　等適正な管理を行う
・伐採に当たっては、特定種や鳥類の生息
　環境等に配慮するとともに、学識者等の
　意見も踏まえ実施する。
・伐採方法は極力皆伐を避け、周辺環境に
　配慮した間伐を主体に行う

・現地調査及び水理解析により流下阻害と
　なる地区を抽出し、伐採・モニタリング
　等適正な管理を行う
・伐採に当たっては、特定種や鳥類の生息
　環境等に配慮するとともに、学識者等の
　意見も踏まえ実施する。
・伐採方法は極力皆伐を避け、周辺環境に
　配慮した間伐を主体に行う
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＋

４.内水被害の軽減を図る

Ⅲ.治水対策の具体的内容

※整備にあたっては、地形特性や降雨特性などから人命に直結する
　内水被害を受ける危険性が高い地域を優先的に抽出

排水機場・排水ポンプ車の増強　排水機場・排水ポンプ車の増強　

既設排水施設の適正な運用　既設排水施設の適正な運用　
既存ストックの運用の効率化・再編等による徹底活用既存ストックの運用の効率化・再編等による徹底活用

愛宕川排水機場 排水ポンプ車稼動状況

内水被害状況を踏まえ、排水ポン
プ車の機動的かつ効率的な運用
内水被害状況を踏まえ、排水ポン
プ車の機動的かつ効率的な運用

内水被害危険度ランク図の作成内水被害危険度ランク図の作成
・安全度の適正な評価
（内水危険度ランク・本川安全度とのバランスなど）
・ハザードマップ等避難情報提供への活用

適正な土地利用への誘導・流出抑制対策適正な土地利用への誘導・流出抑制対策

ソフト対策

・流域内の土地利用規制や流出抑制対策への取り組みを関係機関と連携して行う

市町村等との連携による取り組みの推進市町村等との連携による取り組みの推進

ハード対策

内水被害の安全度を適切に評価し、国と地方が連携して
『総合内水対策』【ハード対策＋ソフト対策】を実施

内水被害の安全度を適切に評価し、国と地方が連携して
『総合内水対策』【ハード対策＋ソフト対策】を実施

・内水被害に関する情報の収集、効率的な対策の推進のための市町村等関係機関との情報共有の場の設置

福島県50.0k～109.0k
最大浸水深0.5ｍ
頻度：3年に１回

最大浸水深1.0ｍ
頻度：5年に１回

最大浸水深0.7ｍ
頻度：5年に１回

最大浸水深0.3ｍ
頻度：10年に１回 最大浸水深1.5ｍ

頻度：10年に１回

内水被害危険度ランク図の例
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５.水害被害軽減のための危機管理体制の強化を図る

Ⅲ.治水対策の具体的内容

水防訓練の実施

◆水防活動への支援強化

地元自治体と連携して重要水防箇所点検や合同巡視を行うな
ど、協力体制を強化して対応する
地元自治体と連携して重要水防箇所点検や合同巡視を行うな
ど、協力体制を強化して対応する

◆水防活動拠点の活用

重要水防箇所の巡視

これまでに整備した防災ステーションを適切に管理
し、危機管理体制の強化を図る
これまでに整備した防災ステーションを適切に管理
し、危機管理体制の強化を図る

防災ステーション（郡山市）

・地震により堤防の沈下、河川管理施設等が被災した場合においても浸水による被害を
防止軽減するために、必要な調査・検討を実施のうえ耐震対策を実施する
・地震により堤防の沈下、河川管理施設等が被災した場合においても浸水による被害を
防止軽減するために、必要な調査・検討を実施のうえ耐震対策を実施する

宮城県 予測震度分布図
＜宮城県沖地震(単独)＞

阿武隈川寺島地区護岸の被災状況
(岩沼市)名取川における堤防法崩れの様子(名取市)

昭和53年宮城県沖地震の被災状況

◆地震・津波対策

阿武隈川
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ハザードマップ作成・普及への支援（郡山市の例）

◆自主防災意識の啓発

地域住民の自主防災意識向上に資する機会の提供に努めるととも
に、市町村が実効性のあるハザードマップを作成するための支援
を行う

地域住民の自主防災意識向上に資する機会の提供に努めるととも
に、市町村が実効性のあるハザードマップを作成するための支援
を行う

◆わかりやすい避難情報の提供

６.河川情報の提供と自主防災意識の啓発を図る

Ⅲ.治水対策の具体的内容

携帯電話による情報提供

国道４９号金山橋(郡山市)への避難情報の表示

市町村と連携し、洪水時の避難情報の発令基準を明確
にするとともに、TV局等放送事業者との画像の相互提
供により、迅速かつ実感の伴う情報提供に努める

市町村と連携し、洪水時の避難情報の発令基準を明確
にするとともに、TV局等放送事業者との画像の相互提
供により、迅速かつ実感の伴う情報提供に努める

出典：「平成10年8月末豪雨災害における郡山市民の避難行動の実態とその問題点」
　　　（群馬大学工学部 片田教授）

平成10年8月洪水に対する郡山市での避難状況

「洪水ハザードマップ」を見
た住民の避難行動は、見てい
ない住民よりも迅速な避難行
動がなされ、避難率も高い

「洪水ハザードマップ」を見
た住民の避難行動は、見てい
ない住民よりも迅速な避難行
動がなされ、避難率も高い

洪水時の危機管理の一環とし
て大きな効果をもたらしてお
り作成・活用を積極的に支援

洪水時の危機管理の一環とし
て大きな効果をもたらしてお
り作成・活用を積極的に支援

洪水時にハザードマップが活
用され、大きな効果を発揮
洪水時にハザードマップが活
用され、大きな効果を発揮


